
【保護者の皆さんへ】

先日は暑い中、たくさんの方

に遠方まで足を運んで頂き、あ

りがとうございました。子ども

たちにとっても、とても励みに

なったと思います。今週末も練

習試合を予定しております。ご

都合がつけば、ぜひ応援に足を

運んで頂けたらと思います。ま

た、木曜日から三者懇談があり

ます。来校された際には、ぜひ

お気軽に練習の風景

をご覧いただけたら

と思います。今後と

もよろしくお願いし

ます。

【素晴らしい伝統】

「旭東中は毎年、見させてもらっ

ていますが、見ていてとても素

晴らしいチーム。本当に選手だ

けでなく応援している人も、み

んなが一生懸命やっている。私

もその姿を見て毎回エネルギー

をもらっています。」

日曜日の豊明市体育協会主催

の大会の時、会長の方から頂い

た言葉です。顧問として、これ

以上うれしい言葉はありません

し、先生が一番大切にしている

ことです。この素晴らしい伝統

をこれからも引き

継いでいってほし

いと思います。
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『Ｆｏｒ ｔｈｅ ＴＥＡＭ、ＦＯＲ ＡＬＬ』
「これからは、どれだけチームのためにやれる

か。応援してくれる人、支えてくれる人の想

いを背負ってやれるか。自分のためだけにプ

レーしている人・チームは、夏に勝つことは

できません。みんなのために自分が何ができ

るか考え、行動に移していこう。」

日曜日の大会後に、先生がみんなにかけた言

葉です。みんなにとっては、厳しい言葉かもし

れません。しかし、先生がバレー部顧問を５年

間務めてきて、またこれまでの先生自身の経験

を踏まえた上での率直な気持ちです。

少し先生自身の高校時代の話をします。先生

は高校ではラグビー部に所属し、キャプテンを

務めていました。しかし、高校３年生の４月５

日の練習試合中に頭に大ケガをし、２ヶ月近く

の入院を余儀なくされました。退院後、リハビ

リを経て、練習に復帰したのが夏休み前でした。

秋の花園予選（全国大会出場をかけた予選）ま

で３ヶ月あまりしかないという状況でした。『チ

ームのために自分にできることは何か。仲間の

ためならどんなことでもしよう。』それだけを考

えて練習はもちろん、日々の生活を送っていた

ことを、今でもはっきりと覚えています。

いよいよ泣いても笑っても中総体ま

で２週間を切りました。今週から活動

時間も長くなりました。“チームのた

めに！”“支えてくれる・応援してくれる全

ての人のために！”、何ができるか、何をしな

くてはいけないかを考えて過ごしていこう。


